
我が国経済は戦後最長の景気拡大の過程にあ

ると言われるが、十余年にわたる長期経済

停滞を招いた構造的問題が抜本的に解決されたわ

けではない。むしろ構造改革は緒に就いたばかり

であり、巨額の政府債務残高を抱える中で、人口

減少と高齢化の問題が経済・社会に深刻な影響を

もたらしかねないことを忘れてはならない。

昨年8月、米国のポールソン財務長官は、就任

後初の対外演説の場としてニューヨークを選んだ

が、その理由として「我が国への挑戦にどう対処

するかの答えは、しばしばワシントンではなく

ニューヨークで見つかるからだ」と述べた。対峙

する難解な諸問題の中には、市場の視点で見れば

往々にして解を見いだせるものがあるということ

だろう。

私はビジネスの現場での常識、即ち市場の視点

から、4つの基本姿勢が重要だと考えている。第

一に、個の自由な選択を重視すること。中央統制

ではなく、参加者の自発的行動を通じて、よりよ

い状態が生まれることが望ましい。第二に、自由

な競争を尊重すること。競争がなければ選択のし

ようもない。利用者の選択に晒される中で、生産

者が切磋琢磨の競争をすること、それが技術革新

や経営革新の源泉であり、技術革新や経営革新が

生産性の向上を生み出す。第三に、数量化できる

ものは極力数量化し、費用対便益分析、リスク・

リターン分析等を徹底的に行うこと。長年の経験

や勘が支配し、最適化が試みられていない分野は

ないか。第四に、情報開示を徹底し、情報の透明

性とその利用可能性を積極的に向上させること。

利用者が自由にかつ合理的な選択をできるために

も、情報が利用できなくてはならない。

当委員会のヒアリングの中で、「日本の非製造

業、サービス業の生産性の低さは問題で、医療等の

分野でも市場のパフォーマンスを活用する必要が

あるのに遅々として進んでいない」という指摘が

あった。従来、民に任せたり、市場メカニズムを適

用したりするのはふさわしくないと考えられてい

たような分野でも、市場の視点から新たな光を当

ててみる余地がまだまだあるのではないだろうか。
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